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●妻から嫌われた発明実験

｢おとうさん､近寄らないで!｣家内が怖い顔｡

私たちは､週末の午前中は近くのテニスクラブでテ

ニスを楽しむのが恒例でしたo冷える日よけカバー

の発明実験に､ペットのおしっこシートに使われて

いる使い捨て吸水シートを水に浸け､帽子の後ろに

布テープで貼り付けて､テニスをしながら効果を確

かめていた時に､ザクッと言われた言葉です｡

｢小林さん､それなに?｣周囲の目にも奇怪に見

えていたようです｡

それから数年後､ ｢おとうさん､この帽子､ネット

でもう3回も同じ人が買いに来たよ､神奈川県でテ

ニスクラブの人が次々と欲しがるので､友達分を頼

まれるのだって｣家内がニコこコ顔で話しかけますo

ネット通信販売している　クールヒントチタンキャップとハット

そのころ､家内は有限会社日曜発明ギャラリー

という私の知的財産権のロイヤリティーのマネー

ジメント､経理業務をする法人の代表取締役であ

り､クールビット･シリーズを専門に販売するネ

ットショップの店長になっていました｡

私は土日の休日にせっせと､アイデアを試作し､

試験し､スポンサー会社に企画書を渡し､商品イ

メージを伝え､特許や意匠の出願書を自分で書い

て､出願していました｡クールビット･シリーズ

は｢冷える帽子｣から｢ヘルメット用熱中症対策

グッズ｣に､ ｢学童用フラップ帽子｣に､ ｢クール

ハンカチ｣に､ ｢クールベスト｣等にと､商品化が

次々と広がっていった時期です｡

●ネットショップで販路拡大

家内は､ネットショップの店長として頑張って

いました｡クールビットは､季節商品で繁忙期は

5月ごろから8月いっぱいの4か月間でした｡よ

く｢海の家と同じだね†｣と話したものです｡

このネットショップには､直接購入されるお客

はもとより､その後､卸会社も､テレビ局も､雑

誌社も新聞社もいろいろ来ることになりました｡

最近のインターネット等が発達した情報化社会

では､オリジナリティーのある情報発信ができれ

ば､下図の様に､商品化を成功させる色々な方々

と接点を持つことが出来るものです｡

情報ツールを活用してアイデア商品を発信する概念図

インタ-ネット等の情報ツール

私は､ホームページで情報発信し､その更新を

自由にできることを目指して夜パソコン教室へ通

いましたo　やがてサーバにアクセスし､ホームペ

ージの更新までは出来るようになりました｡イン

ターネット､携帯を中心とする通信技術は､個人

のビジネスコミュニケーション能力を一昔まえと

比べ､飛躍的に高めています｡

この恩恵を､企業だけでなく個人として享受で

きる時代ですo　どうしても難しかったのが､写真

やイラスト作成を伴う画像処理です｡

ふと､目の前のパソコン教室の先生が作ってく

れないだろうか?と考えました｡

それ以後､パソコン教室は､授業料を払いなが

らの､自分のホームページ作成と相談の場に変わ

っていきました｡

人にうまく協力してもらうようにするのも一種

の情報発信手段のノウハウだと思っています｡

次回は問題意識とひらめきの関係を話します｡

【著者】ある大手電機会社の開発エンジニアを30年

ほど経験､その後､住宅設備営業企画部門へ転属o

そのころから趣味の発明を始め､ ｢冷える帽子クー

ルビット｣で特許､意匠､商標等多数登録､定年

を契機にその会社の運営に携わる｡

第一部　アノ　とんま天狗　大村　墓　師匠『今､幸せでっか!』

発明学会ビルにて講演
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全国から市民発明家および発明研究会が集う2

年に一度の､ ｢発明研究会全国大会｣は9月20日

(日曜日)と翌21日(祝日)にかけて､東京の日本

科学未来館で開催されました｡

当日は市民発明家のための祭典に相応しく､北

は北海道､南は九州からと210名が参加され､日本

科学未来館の大ホール｢みらいCANホール｣は市

開会の挨拶をする平井(社)発明学会会長(中央)と司会する

中本(社)発明学会専務理事(左)

市民発明家の熱気に溢れる会場

民発明家の熱気に満ち溢れました｡

第1日は午後1時から開催､まず(社)発明学会

平井工会長が壇上に立ち､ ｢昨今の産業界は不況の

嵐が吹き荒れている中で､事業化される市民発明

の数は増えています｡商品が売れないといわれる

なかで､会員のアイデア晶は社会で注Hを浴びて

売れています｡そこで､今回は､ "企業と市民発明

家との交流"

をテーマに

開催します｣

と開会の挨

拶を述べま

したo　続い

て中本繁実

専務理事の
ユーモアを 会場の日本科学未来館
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